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　平成22年度に男女共同参画推進に関する調査研究プ
ロジェクトチームをつくり、平成23年度に文部科学省
科学技術人材育成費補助事業のひとつである「女性研究
者研究活動支援事業」の実施機関に選定され、女性研究
者支援室（SuFRe）を開設し、環境整備や意識改革、女性
教員比率の向上に取組んで参りました。4年間、走り続
けて大変忙しい日々であったと個人的には思っています。
男女共同参画を推進する環境も組織もない状況でのスター
トでしたが、みなさまのご理解とご協力のおかげで、男
女共同参画の推進に組織的に取組み、多くの成果が得ら
れたことを一緒に喜びたいと思います。しかし、やらな
ければならない課題が山積しているのも事実であり、こ
れからが本番だと考えています。
　本年度からこれまでの女性研究者支援室は男女共同参

画推進室に名称を改め、
男女共同参画を目指して、
性別、年齢、職種、国籍
等の違いを超えて多様性
を尊重する環境や意識の
醸成、ワーク・ライフ・
バランスの実現などに取組んでいきます。男女共同参画
は信州大学の持続的な発展の可能性を確保するために必
要不可欠であり、教職員が志を同じくして推進していく
必要があります。また、信州大学から男女共同参画の輪
を地域へ、社会へと広げていきたいと考えています。今
後とも、引き続きみなさまのご支援とご協力をよろしく
お願い申し上げます。厳しいご意見はもちろんのこと、
さまざまなご意見やアイデアをお寄せください。

「男女共同参画推進室」を
     よろしくお願いします

女性研究者研究活動支援事業（平成23年度～25年度）の成果女性研究者研究活動支援事業（平成23年度～25年度）の成果研 研 援事業（ 度 度） 果研究者研究 動 援事業（ 度 度） 果

女性研究者比率11.9％
ライフイベントでの退職者3名

４
つ
の
目
標

松岡英子
男女共同参画推進室長

平成23年5月
事業開始前

平
成
26
年
３
月
末
支
援
事
業
終
了

❶ 女性研究者比率を13.7％にする。
❷ 定年退職者80名分の新規採用者のう
ち30％（24名）を女性とする。

❸ ❷の24名中、半数は自然科学系学部
での採用とする。特に女性研究者がゼ
ロの学部に女性研究者を採用する。

❹ ライフイベントを理由とした退職者を
ゼロに近づける。　　　　　　　　　

❶女性研究者比率13.8%
❷女性新規採用者数　42名
❸自然科学系29名採用 
女性研究者がゼロであった繊維
学部では、女性研究者がゼロか
ら２名に増加

❹ライフイベントを理由とした 
退職者ゼロ

すべての
目標達成

!

N0.15 
2014年
6月発行

男女共同参画推進委員会
男女共同参画推進室
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信州大学の女性教員の現状はどうなってい
るのでしょうか。

Ａ平成26年3月末の本学の女性教員比率は13.8％で、
平成25年5月のデータでは、全国の国立大学86

中63位（12.8％）と下位にあります。本年度の順位はこれ
から公表されます。

ポジティブ・アクション前の女性教員比率
はどのような状況であったのでしょうか。

Ａ本学がポジティブ・アクションを実施する前は、
女性教員比率は1割程度で推移していました。

これは採用時の応募状況にもよりますが、大変低い値
です。平成23年からのポジティブ・アクションの実施
により、女性比率は徐々に向上してきています。

ポジティブ・アクションは差別ではないの
でしょうか。

Ａ女子差別撤廃条約では、「男女の事実上の平等を
促進することを目的とする暫定的な特別措置」と

してポジティブ・アクションを定義しており（4条１項）、
これを「差別と解してはならない」としています。また、

これは機会及び待遇の平等の目的が達成された時に廃止
されるものであるとも定められています。

女性限定公募は法律に違反しませんか。

Ａ法律違反ではありません。「男女雇用機会均等法」
は性別を理由とする差別を禁止しています（5条）。

ただし、同法8条では、女性にかかる「特例」が定められ
ており、職場に「事実上生じている男女間の格差」がある
場合、それを是正することによって、男女の均等な待遇
を実質的に確保するために、女性のみを対象とする又は
女性を有利に取り扱う措置は法律違反とはならないとさ
れています。なお、「事実上生じている男女間の格差」とは、
具体的には、男性と比較して、一定の区分、職務、役職
において女性の割合が「4割」を下回っている場合であれ
ば、格差が存在しているという厚生労働省の通達があり
ます。
◆参考
厚生労働省男女雇用機会均等法のあらまし
http://www.mhlw.go.jp/general/seido/koyou/danjokintou/ 

女性限定公募や、女性の採用を優先するこ
とは、優秀な男性研究者に対する差別には
ならないのでしょうか。

Ａ女性へのポジティブ・アクションは男性への差
別とならないように行われなければなりません。

しかし今日の日本では、家事・育児・介護が女性の仕事
として認識されており、その大部分を女性が担っている
というのが実態です。そのため、「家事・育児・介護を
理由に休みがちになるのではないか」「研究や教育が滞り、
周囲に迷惑をかけるのではないか」といった男女の役割
分担意識から女性研究者の採用を控える傾向があります。
このような場合には、女性研究者の採用に一定の優先的
な条件を設けることで、はじめて男性研究者と対等なス

平成25年度に実施した第2回アンケート調査の自由記述
を参考にして、「よくある質問」への回答をまとめました。
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国立大学平均信州大学

◆参考　
ポジティブ・アクションについて
わかりやすく解説しています。
○内閣府男女共同参画局
　www.gender.go.jp/policy/positive_act/
○厚生労働省委託事業　ポジティブ・アクション情報
　ポータルサイト　www.positiveaction.jp/

＊数値は助手を含む。
　H26の国立大学平均はまだ公表されていません。
　H26の信州大学は3月末、その他は5月1日現在です。

ポジティブ・アクション前 ポジティブ・アクション後

F AQ特集
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タート地点に立つことができると考えられます。また、
男女の役割分担意識が非常に強く、女性の採用に優先
的な条件を設けても、男女間格差が一向に是正されな
いような場合には、最終的な手段として女性限定公募
を実施する必要もあると考えられます。

数値目標の設定は必要でしょうか。

Ａこれまで本学では、独自の「男女共同参画推進宣
言」に基づいて、積極的に女性教員を採用する

ため、数値目標（平成26年3月末までに女性教員比率を
13.7％）を設定し、達成してきました。もちろん、数値
目標の達成を最優先とするのではなく、大学の質の向
上や多様な価値の共存こそが重視されなければなりま
せん。しかし数値目標を設けることで、その達成状況
を大学の内外に向けて客観的に示すことができるとと

もに、教職員にとってはこうした数値目標が男女共同参
画を推進するための動機付けともなります。このような
観点から、今後もさらに活動の推進、拡大のため、目標
値を設定していきます。
◆参考　　
男女共同参画に向けた施策について
○ 第3次男女共同参画基本計画（平成22年12月17日閣議決定）より
　2020年30％「社会のあらゆる分野において、2020年までに、
指導的地位に女性が占める割合が、少なくとも30％程度になる
よう期待する」という目標
○第4期科学技術基本計画（平成23年8月19日閣議決定）女性研
究者の数値目標30％

（作成：FAQ作成グループ）

　タンパク質工学と
構造生物学が専門。小
３と保育園年中の息
子２人で、保育園の送
迎が私の日課です。ど
うぞ宜しくお願い致
します。

　育児や介護をされて
いる教職員、また将来
のある学生の思いなど
が語り合えるような機
会を引き続き設けてい
くことも、役割の一つ
ではないかと思ってお
ります。

　男女共同参画の仕事
は初めてですので、務
まるかなと、不安で
いっぱいなのですが、
みなさまのご意見やご
要望を伺いながら、精
いっぱい頑張ろうと思
います。

　私は 3人の子供の父
親です。昨年は時間短
縮勤務をいただきとて
も助かりました。男
女を問わず、協力して
行っていける職場環境
を整えていけたらと思
います。

平成26年度
男女共同参画推進室会議  委員名簿

役職名等 氏　名

理 事（ 人 事 担 当 ） 渡邉　　裕
男女共同参画推進室長
学術研究院教授（教育学系） 松岡　英子

学術研究院准教授（人文学系） 花﨑　美紀
学術研究院准教授（教育学系） 関　　良徳
学術研究院教授（社会科学系） 西村　直子
学術研究院准教授（理学系） 中島　美帆
学術研究院教授（保健学系） 坂口けさみ
学術研究院准教授（工学系） 香山　瑞恵
学術研究院助教（農学系） 田中　沙智
学術研究院助教（繊維学系） 新井　亮一
学術研究院准教授（総合人間科学系） 兼元　美友
総 務 部 長 棚木　紀雄
総 務 部 人 事 課 長 杉浦　利勝
繊 維 学 部 事 務 長 補 佐 藤澤みどり
農 学 部 主 査 清水　正樹
医学部附属病院看護部副看護師長 両角　光市

関　良徳
学術研究院准教授
（教育学系）

　私の研究テーマは近
現代社会における権力
と法です。研究と日頃
の家事・育児体験を委
員会活動に生かせれば
と思っています。

新井 亮一
学術研究院助教
（繊維学系）

　悩みを持つ方たちの
話を聞いて、女性が働
きやすい職場環境にな
るよう努めていきたい
と思います。よろしく
お願い致します。

田中 沙智
学術研究院助教
（農学系）

藤澤 みどり
繊維学部
事務長補佐

清水 正樹
農学部主査

両角 光市
医学部附属病院
看護部副看護師長

男女共同参画推進室会議

 新委員
   紹介の

http://www.shinshu-u.ac.jp/danjo/sufre/contact/

推進室では、今後も皆さんのご意見・
ご質問、またはご要望を実際の活動
に反映していきたいと思います。
どうぞご意見お寄せ下さい。

（計 16 名）
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信州大学  男女共同参画推進室（SuFRe）
〒 390-8621 松本市旭 3-1-1
TEL 0263-37-2167 内線  811-2127　FAX 0263-37-3314

〒 380-8544 長野市西長野 6-ロ
TEL/FAX 026-238-4048 内線  831-4048

松本分室
（総務部人事課内）

長野分室
（教育学部内）

E-mail：sufre@shinshu-u.ac.jp
信州大学　スフレ

開室時間
9:00 ～ 17:00（月～金）

　長野市では、6月23日（月）～7月22日（火）までを男
女共同参画月間とし、長野市勤労者女性会館しなのき
ホールで、「男女共同参画月間展示企画」を開催してい
ます。本学の女性研究支援事業のパネルや、男女共同
参画ポスター、ロールモデル集等の展示・配布も行っ
ています。

毎年6月23日～29日は
「男女共同参画週間」です

　内閣府では毎年6月23日から29日までの１週間を
男女共同参画週間としています。本学では教育学部と
松本キャンパスにおいて、ポ
スター、パネル等を展示する
ことにより、学内での男女共
同参画の促進に理解を深める
取組をしました。

　4月23日（水）附属松本中学校の本木善子教諭の家庭
科の授業で、「幼児が誰に支えられて育つか　自分の
幼い頃や資料から考えよう」を学習課題にして行われ
ました。3年生対象のこの授業は5月に行う附属幼稚
園での実習に向け、生徒たちが支えてもらう側から支
える側になることへの準備として行われ、当室発行の

ロールモデル集が生徒全
員に配られ、研究者の子
育て状況やイクメンにつ
いて知る資料として使わ
れました。

附属松本中学校の授業で
ロールモデル集「輝け!女性研究者たち」が
教材として使用されました

展示の様子

授業の様子

TOPICS

　本学総合工学系研究科（博士課程1年）の吉田知可さんは2013年度、国際
ソロプチミストアメリカ日本中央リジョンの「リジョナルプロジェクト　女子
大学院生・女子大学生奨学金給付」に応募したところ、推薦クラブである、「国
際ソロプチミスト長野－みすず」より、「学位取得を目指している、人物、学業
ともに優秀であり、その研究が将来の社会に貢献するものである」と評価され、
このたびみすず賞を受賞し、平成26年6月16日（月）に授与式が行われました。

総合工学系研究科　吉田知可さんが「国際ソロプチミスト長野－みすず」の
みすず賞を受賞しました！

お問い合わせ ス　 フ　 レ

長野市との連携企画   
「男女共同参画月間展示」

受賞者と国際ソロプチミスト長野-みすず小坂会長



【配偶者出産付添休暇】
 配偶者が出産する場合2日の範囲で有給の休暇が取得できます。

【育児参加休暇】
 配偶者の出産前後、又は小学校就学前のこどもの養育のために
 5日の範囲で有給の休暇が取得できます。

信州大学の育児休業・短時間勤務取得者数

さらに！男性限定で取得できる休暇（対象：常勤職員）

● ベビーシッター育児支援事業割引券の配付
　本学の教職員が、ベビーシッターによる家庭内保育サービス
等を利用する際に料金の一部を助成する「ベビーシッター育児
支援事業割引券」を配付しています。

● センター試験時における一時保育
　毎年大学入試センター試験時に松本キャンパス、長野（教育）キャ
ンパスにて一時保育をしています。平成25年は延べ19名、平成
26年は延べ17名のお子さんをお預かりしました。

● 研究補助者制度
　本学の研究者が、出産・子育てや介護などのライフイベント
と研究活動が両立できるよう、研究補助者を配置する制度です。

●  育児・介護のためのガイドブック
　 改訂版（平成26年3月発行）
　仕事と育児・介護の両立のために学内制度
や規程が分かりやすく記載されています。ま
た、市町村の情報やキャンパス周辺の子育て・
介護お役立ちマップつきです。

▶詳しい情報は男女共同参画推進室サイト
http://www.shinshu-u.ac.jp/danjo/

Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ ＨＨ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ

出産手当金※

8週間

ママ

パパ

6か月間
職場復帰出産

6か月間

1歳2か月1歳

給付率 67％

給付率 67％

給付率 50％

〈取得例〉ママが 6か月間取得後、パパが 6か月間取得。
 合わせて1歳2か月まで67％給付（手取り賃金の約8割）。

※産前産後休業期間に、健康保険から
　賃金の 3分の 2相当額が支給されます。

＊パパ・ママ育休プラス制度を利用した場合　

育児休業取得者数 短時間勤務取得者数

　平成26年4月から育児休業取得時に支給される育児休業給
付金の支給率が引き上げられました。
　育児休業開始時から180日目までは休業開始前の賃金の67％
が支給され、181日目からは、従来通り休業開始前の賃金の
50％が支給されます。
　本学の育児休業取得者は年々増加していますが、男性の取得
者はまだまだ少ない状況です。また、育児における短時間勤務は、
昨年男性で初めて取得された方がいました。短時間勤務も男女
関係なく取得できる制度です。これを機にパパが育児休業や短
時間勤務を利用して、より積極的に育児に参加してみませんか。

Let'sイクメン！ 子育て世代の皆さんを応援します！

 
2014年
9月発行

男女共同参画推進委員会
男女共同参画推進室

　各キャンパスがある松本市、長野市、上田市、
南箕輪村と周辺市町村の育児支援（病児・病後
児保育、一時保育、放課後児童クラブ等）の情
報をアップしました。本学で行う育児支援と合
わせてご利用下さい。
■ アドレス  
 http://www.shinshu-u.ac.jp/danjo/child/

特集　部局長インタビュー！　見開きの特集ページをご覧ください。

ウェブサイトに情報を掲載しました！

ご存知ですか？信州大学の育児支援

女性　　男性
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医学部

男女共同参画の取組が始まってから3人の
女性教員が増え、比率は20％になりました。

人文学部は少人数ですし、男女とか職階も関係なく、
昇進人事も全く平等です。また事務系職員を含めて、
お互いを理解しながら一緒に同じ職場で仲良くやり
ましょうという和気あいあいとした雰囲気があると
思います。

男女に関わらず育児支援や介護支援等、働き
やすい職場環境のためには、まだ整備が必要

な面もありますが、これからは管理職や、副学長、
理事など、どこにも女性が登用されるような流れに
意識改革を含め、なっていけばいいかなと期待して
います。

これまでは女性限定公募というのが、それぞ
れの領域の中で難しかったこともありましたが、

今後は積極的に取り組んでいくつもりです。日本の社
会が活性化していくためには、元気な女性の活躍でき
る場がどれだけ拡がるかは大きいと思います。教育学
部は女子学生も半数を占め、元気がありますので、有
能な女性が社会で活躍できるよう、学生を指導する教
員に関しても男女共同参画を推進していくつもりです。

附属学校園を含め教育学部における管理職の
女性比率はあまり高いとは言えません。これ

からは女性もたくさん関わっていただいて声が反映
できる職場としたいです。そのためには意識改革が
必要だと思います。また男性の育児支援や様々な要
望に関して柔軟に検討するため、意見の出やすい雰
囲気を作り出すためにも意識啓発は必要であると考
えています。

女性教員比率向上には今後も部局として真摯
に取り組んでいきます。日本社会全体の観点

に立っても、今後30年間に予想される人口減少を乗
り切る方策としては、女性が一層社会で活躍するこ
とが期待されています。女子学生にとっては、大学
の中で数多くの女性が活躍している姿を目にするこ
とが、何よりの刺激と励みになるはずです。経済学
部は女性教員が活躍している部局だと思いますが、

今後はより一層活躍していることでしょう。

女性研究者が公募に応募してくれるには、大
学が立地している地域としての魅力も大切だ

と思っています。また、国が子育て支援に優良な実
績のある事業所を認定する「くるみんマーク」の取得
を目指すというのはわかりやすい目標ですし、女性
研究者の応募を増やす一助にもなると思います。

理学部は女子学生が少なく、女性教員も少な
い状況です。先日のオープンキャンパスでも

半数ほどは女子高校生が来ますが、入学する女子学生
は少ないです。女性教員に関しては公募をしても応募
者は少なく、ゼロであったことがしばしばです。理学
部は子ども向けのプロジェクト等には、積極的に社会
貢献をしてきたので、男女共同参画のような取組には
理解があると思います。現在女性教員を採用できる枠

が多いというわけではないですが、何らかの働きかけ
をして、女性を積極的に採るように考えたいです。

教員向けの支援として、これからは男性教員の
子育て支援が必要だと思います。あとは、学生

向け、学生目線の支援が抜けていると思います。教員の
支援は最終的には、学生支援につながると思いますの
で重要だと思います。

女性医師は30代前半くらいまでは一定数いま
す。そこから上の教員、研究者となると女性

が急に減ってしまう。このような状況は十分なサポー
ト体制がないという国全体の問題もあると思います。
医学部では勤務形態、保育園の設備等女性の働きや
すさに考慮してきました。研究の場である大学は女
性に向いていると思いますので、積極的に教育、研究、
診療に参加してほしいと思います。

医学教育センターや、地域の医学教育に関す
る場面は、女性が相対的にやりやすい仕事で

すし、積極的に女性医師を登用していくと考えてい
ます。また診療には女性医師の役割は大きいと思い
ます。医学、医療に全身全霊でぶつかっていく意思
を持った女性を教育し、採用していくことに尽力し
たいと思います。

平成23年度から始まった女性研究者研究活動支援事業を振り返ると共に、今後の男女共同参画推進の課題について、
松岡英子男女共同参画推進室長が各部局長にインタビューをしました。
インタビュー全文はスフレのウェブサイトに掲載します。http://www.shinshu-u.ac.jp/danjo/sufre/

部局長インタビュー
「これからの男女共同参画」について

吉田　正明
人文学部長

徳井　丞次
経済学部長

池田　修一
医学部長

平野　吉直
教育学部長

尾関　寿美男
理学部長

人文学部

経済学部

教育学部

理学部

特 集

1 部局内における男女共同参画について これからの課題等について2

2

2
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2
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1

1
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女子学生の比率は、現在１割ぐらいです。建
築学科をはじめ女子学生の比率は年々上がっ

てきています。事務系・技術系の職員、教員、学生
と女性の数は確実に増えました。教育、研究に携わ
る全体が男女共同参画の意識になったと思います。
これからも信州の地の利や魅力をアピールし、多く
の女子学生や教員に信州大学に来てもらいたいです。 

工学部では校舎の耐震工事に伴い、パウダー
ルームをつくるなど、女子学生に対する設

備の準備を進めてきましたが、女子寮がないなどま
だ十分とは言えません。また育休の代替教員等の派
遣や教員公募の際の魅力的な情報発信など、男女共
同参画推進室からの支援をお願いしたいと思います。

男女共同参画推進の取組の中で、この2年間
で女性限定公募をし、女性教員が2名増えま

した。学生にも好評で研究業績も上げていただき、
雰囲気も随分よくなりました。これからの目標とし
ては女子学生も4割いますし、女性教員比率を１割
は超えたい。一旦流れができたらおそらく自動的に
増えると思います。

若い方が増えたので、育児支援が課題です。
隔地学部であり、周りになにもないロケーショ

ンも課題の一つです。本学部でご家庭をつくってい
ただけるような、クオリティー・オブ・ライフの向
上と、働きやすい職場を目指したいです。

繊維学部では男女共同参画推進前からテニュ
アトラックの事業を行っており、その中で国

際公募をして女性を採用しました。繊維という分野
的にもまだ日本では博士課程に進む女性が少なく、
女性限定公募や様々な努力をしています。応募や問
い合わせは海外からが多い状況です。現時点では、
若い人を育てて、女性を増やしていくことが、将来
的に日本のためになると思います。

学部内は女子学生が25％～30％を占めますし、
女性教員を増やす努力はし続けるつもりです。

まずは女性教員の比率を現在の3％から５％にする
のを目標としています。着任した方のほとんどは長
く勤めていただいていますので、本学部は働きやす
い環境であるとは思っていますが、さらに働きやす
い環境づくりは必要だと思っております。

全学教育機構の全体が女性を採用してあた
り前という雰囲気があります。この2年間は

女性を中心に採用しています。女性限定公募をす
る以前から、女性の採用に積極的に取り組んでおり、
自然科学系では教養部時代から初の女性教員の採
用もありました。私の妻が研究者であり、宮城県
と長野県でお互いの研究と子育ての両立をしてき
たので、男女共同参画については当たり前である

という気持ちがあります。

女性教員が増え、結婚・出産という過程で
の支援として保育園の延長保育や病児保育

は必要だと思います。またこれからは男性がどう
いう意識を持つかといった教育をどうしていくか
です。

松岡　英子
男女共同参画推進室長

大石　修治
工学部長

工学部

濱田　州博
繊維学部長

繊維学部

中村　宗一郎
農学部長

農学部

村上　好成
全学教育機構長

全学教育機構

H23.5 教員現員 H26.5 教員現員
男女総数 女性 女性比率 男女総数 女性 女性比率

学 長・ 理 事・ 副 学 長 10 0 0.0 12 0 0.0
人 文 科 学 系 44 6 13.6 44 9 20.5
教 育 学 系 97 15 15.5 90 15 16.7
社 会 科 学 系 53 6 11.3 48 8 16.7
総合人間科学系（全学教育機構） 48 8 16.7 48 12 25.0
理 学 系 66 4 6.1 69 4 5.8
工 学 系 135 5 3.7 131 7 5.3
農 学 系 69 2 2.9 73 5 6.9
繊 維 学 系 92 0 0.0 96 3 3.1
医 学 系（ 医 学 科 ） 152 22 14.5 167 27 16.2
保 健 学 系（ 保 健 学 科 ） 60 28 46.7 56 27 48.2
医 学 系（ 附 属 病 院 ） 167 26 15.6 181 24 13.3
学 内 共 同 教 育 研 究 実 施 等 55 3 5.5 38 6 15.8
合 計 1,048 125 11.9 1,053 147 14.0

女性教員比率

　お忙しい中、お話を聞かせていただきありが
とうございました。各部局のご事情はありますが、
今後とも女性教員の採用や登用にご尽力いただ
けるとのことで、次の展望が開けてきました。
　詳しいインタビューの内容はウェブサイトに
掲載しますので、ご覧ください。

2

2

2

2

1

1

1

1

※教員現員は承継教員＋承継外教員
※学内共同教育研究施設等の承継教員は所属各学系から区別し、承継外教員と合わせて当該欄に計上している。
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　7月7日（月）に長野県短期大学において、長野市と高等教
育機関との連携事業の一環として、松岡英子男女共同参画
推進室長が「男女共同参画を
考える」をテーマに講演をし
ました。当日は180名の学生
が受講し、熱心に聴講しま
した。

・Gender Gapが日本は世界中で105位ということに驚きました。実際
に過ごしていて男女格差をそんなに感じたことがないからです。先進
国の中では低いということなので、この問題に積極的に取り組んで順
位を上げてほしいです。

・働きたい女性への支援はとて
も大切なことだと思いました。
それと同時に、法の整備や男
性に対することも考えていか
なければならないと思いました。

　今年も男女共同参画推進室では、7月20日（日）に行われ
た教育学部のオープンキャンパスにおいて、男女共同参画
についての展示、ビデオ上映、交流会を実施しました。交
流会には、高校生7名の他、本学教員2名と学生3名も参
加し、長野県内の公立学校の女性教員比率が低いことなど
の男女共同参画の話から、キャンパスライフまで幅広く
話し合いました。

　7月26日（土）工学部においてオープンキャン
パスが行われ、その中で女子学生によるNagano 
Girls’ Seminarと題する
企画がありました。当日
は女子高生や保護者が50
数名参加され、女子学生
のプレゼンを聞いた後、
大学生活や受験などフ
リートークで盛り上がり
ました。秋のオープンキャ
ンパス（10月18日）でも、
実施します！

　9月5日（金）飯山市の人権同和・企業人権教育講座で、
松岡英子男女共同参画推進室長が「男

みん な

女の多様性を生か
し尊重する社会をめざして」というテーマで、飯山市職員、
公立学校教員、企業の方を対象に講演を行いました。当
日はおよそ140名が参加し、男女共同参画に対する関心
の高さが伺われました。

・このような講演や活動によって、もっともっと女性が活躍できる
様になったらいいと思います。長野県のレベルが全国レベルに比
べて、かなり低い事はかなりショックなお話しでした。自分のレ
ベルあげていける様考えていきたいと思いました。（40 代女性）

・ポジティブアクションをある程度取り入れて行く事は必要である
と思います。社会・組織を活性化させるための取り組みは必要で
あると思います。（50 代男性）

・男女の違う所と、共通して変えら
れる所が分かって良かったです。だ
からこそ尊重できる部分もあるんだ
と思いました。思い込みだけではな
く、変えようとする気持ちが大切だ
と思う。（50 代女性）

　厳正な審査の上、利用者を決定しました。
    ●選考結果●　利用者14名（女性13名・男性１名）    
　

　本学の研究者が、出産・子育て又は介護と研究の両立が
できるよう支援するために、研究補助者を配置する制度で
す。研究補助者となる学生は、ロールモデルとして研究者
を身近に感じることができ、また自らのキャリアパスへと
つながり、双方にメリットがあります。

信州大学  男女共同参画推進室（SuFRe）
〒 390-8621 松本市旭 3-1-1
TEL 0263-37-2167 内線  811-2127　FAX 0263-37-3314

〒 380-8544 長野市西長野 6-ロ
TEL/FAX 026-238-4048 内線  831-4048

松本分室
（総務部人事課内）

長野分室
（教育学部内）

E-mail：sufre@shinshu-u.ac.jp
信州大学　スフレ

開室時間
9:00 ～ 17:00（月～金）

教育学部オープンキャンパスでの活動報告

Nagano Girls’Seminar in 工学
部

飯山市人権同和・企業人権教育講座

平成26年度（10月～3月期）
研究補助者制度利用者決定のお知らせ

◀交流会の様子

▲入口

▲講演の様子

◀当日の様子

TOPICS

お問い合わせ ス　 フ　 レ

長野県短期大学にて講演が行われました



　　　ワーク・ライフ・バランスのための
　　　環境整備を行っています　

　本学では、これまで松本キャンパス内に保育園を開園したほか、
子育て支援セミナーの開催、学内の育児・介護に関する制度を掲載
したガイドブックの発行、ホームページでの支援情報の提供などを
行ってきました。今後は研究補助者制度の拡充、介護支援セミナー
の開催など、ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた取組を、よ
り一層推進していきます。

　　　高等教育コンソーシアム信州における
　　　「男女共同参画推進部会」の活動　　

　長野県下８大学による「高等教育コンソーシアム信州」において、
本学の男女共同参画、女性研究者支援の取組を紹介し、県内におけ
る男女共同参画の意識改革を進め、その先導役として、男女が尊重
しあえる社会の実現に貢献します。

　
　　地域における意識啓発の推進・連携

　男女共同参画推進室では、長野市、伊那市、飯山市などの自治体と
連携して、松岡英子男女共同参画推進室長の講演を行うなど、意識啓
発活動等を進めてきました。本年度は長野県と連携し、県内の意識啓
発、地域社会への貢献のため、合同シンポジウムを開催する予定です。

女性研究者研究活動支援事業シンポジウム2014に参加

　本学は、平成23年度に文部科学省の「女性研究者研究活動支援
事業」の実施機関に採択され、3年間にわたり全学的に男女共同
参画推進に取り組み、女性教員比率などの目標を達成しました。
　平成26年度以降も取組を継続し、男女共同参画推進委員会にて、
女性教員比率の目標値を決定しました。
　平成28年3月までに女性教員を17～23名増員（15.6～16.1％）
　目標達成のため、女性教員の採用・登用及び活動促進に向けた
環境整備を行っていきます。

　平成26年11月26日（水）に文部科学省主催の「女性研究者研究活動支援事業シン
ポジウム2014」が学術総合センター内の一橋大学一橋講堂で開催され、松岡室長と
コーディネーター 1名が参加しました。
　午前中に行われた分科会には連携（地域・企業）・ネットワーク構築のグループに
参加し、他大学とのディスカッションを行いました。午後からのプログラムでは、
文部科学省による来年度事業の概要説明や、日本IBM（株）橋本孝之会長、鹿児島大
学前田芳實学長の講演、分科会の発表がありました。また別会場では、事業を実施
している大学のポスター展示などもあり、参加した多くの大学と情報交換や交流な
どができ、今後の取組の参考になりました。

男女共同参画推進の
これからの取組

▶

ポスター展示

7 
2014年
12月発行

男女共同参画推進委員会
男女共同参画推進室

特集　ワーク・ライフ・バランス FAQ　

環境整備の取組

女性教員比率

1

3　2
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働きやすい環境づくりのためには、職場全体が仕事
と生活の両立支援を理解しあうことが大切です。　

　休暇や休業をとる側は権利だけを主張せず、周囲に感
謝する意識を持つこと、一方、周りに休暇や休業をとる
人がいる側は共に働く仲間に心配りをする、といった、
制度利用を「お互いさま・思いやり」の精神で、認めあえ
る雰囲気をつくることが必要です。

アンケート結果で、育児・介護の支援として取り組
んでもらいたいもの15項目のうち、17時以降の会議

の廃止は45.0％と、2番目に多い回答でした（1位は育児・
介護休業を取得しやすい環境づくり55.3％）。ワーク・ラ
イフ・バランスの推進のために、検討の必要があります。
　下記の表からも、部局により会議平均時間や17時を超
える会議数に大きな違いがみられます。内閣府では仕事
と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）推進のため国
民運動として「カエル！ジャパン」をキャッチフレーズと
したキャンペーンに取り組んでいます。本学も、そのキャ
ンペーンに参加し、シンボ
ルマークをスフレウェブサ
イト、男女共同参画啓発活
動で活用していきます。

 
▶

参考　育児・介護休業に関するコメントより抜粋

○休暇・休業をとるみなさん
・子供の病気で度々仕事を休ませてもらっていますが、同僚
は嫌な顔もせず、快く仕事を代わってくれます。
・雰囲気づくりが第一だと思います。私は男ですが、男性が
育休を取得することについての理解はほぼないと思います。

○周りに休暇・休業をとる人がいるみなさん
・育休者の業務を代わりに引き受けたことがありますが、復帰
後、その方からお礼を言われたことなどありません。
・育児・介護休業取得者に対するサポートはもちろんだが、
負担を背負う同僚たちに対する手厚いサポートを充実させ
る方が大事では？

教職員を対象に平成25年度に実施したアンケート調査の
自由記述の中から質問をピックアップしました。

ワーク・ライフ・バランス

育児・介護休業を取得しやすい環境
づくりには何が必要でしょうか。

会議が多く、時間も長く困っています。
どうにかならないでしょうか。
保育園のお迎えにも間に合いません。

　松本キャンパスにて実施した『学長と女性研究者の懇
談会』で、「松本キャンパス内の保育園から駐車場へ行
く通路が夜になると暗く、子連れで歩くと危なく感じる」
との意見がでました。意見は環境施設部へ設備に関す
る要望として提案され、ただちに照明が設置されました。

　職場でパタハラ※をされた経験がある男性は11.6%
になります。パタハラ経験者がとった対応は「だれに
も相談せず、子育てのための制度の利用をあきらめた」
が1位です。その原因としては「上司や同僚の理解不
足・協力不足」が57.3%となります。（日本労働組合
総連合会2014年調査による）ここでも「お互いさま・
思いやり」の精神が必要とされているようです。　
※パタハラ…父親の育児参加を妨げること

部　局 17時を超える会議／会議数（回） 会議平均時間

Ａ学部 7/12 2:43

Ｂ学部 5/12 1:26

Ｃ学部 0/10 0:44

Ｄ学部 3/11 2:19

FAQ
Q Q

A A

コラム
上司のみなさんへ

「育休とってもいいよ」は本心ですか。

要望はこのように実現される

 
▶

参考　部局別教授会等会議平均時間
　　　　　　　（集計期間　平成26年1月1日～ 10月31日）

※信州大学データベース　教授会等議事録より

 
▶

参考　他大学公開ウェブサイトより

○東京大学 　
　仕事と生活の調和を目指し、公的な会議は原則として17
時以降行わない。（東京大学男女共同参画加速のための宣言）

○名古屋大学　
　17時以後及び休日の会議の原則開催禁止
　（教職員のワークライフバランスを応援するアクションプラン）

○静岡大学　
　「会議は17時まで」ポスターを全学的に掲示
　（静岡大学男女共同参画の取組）

○山形大学　
　会議については就業時間内に終了するよう工夫する。
　（山形大学男女共同参画基本計画）

○お茶の水女子大学　
　公式会議は17時15分までに終了
　（リーダーシップ養成教育研究センターの取組）
　

 会議開催状況

学系・学部　同一日連続開催　　



男女・配偶者が研究者に限らず
男性研究者も女性研究者も、配偶者が
フルタイム勤務者であれば支援の対象
となります。

　保育施設のある松本キャンパス以外（教育学部・工学部・農学部・繊維学部）の教職員を対象に9月
19日から10月31日の間、ウェブサイトにて保育施設等のニーズ調査を実施しました。（回答数は107件）
　必要な施設としては多目的保育スペースが最も多く、84.1%でした。また利用したい施設につい
ても多目的保育スペースは71.2%と上位でした。今後の検討が必要です!

A

保育施設等に
関するニーズ調査

本学の育児・介護のための短時間勤務制度では、3
歳に満たない子を養育する職員が勤務時間の始めと

終わりの時間のうち、1日2時間以内で育児等に必要な時
間として短縮して勤務することができます。また、給与
の減額はありません。対象は常勤・有期雇用職員です。
しかし実際3歳からも子どもに手がかかるといった理由
で対象を小学校就学までとする要望が多くありました。
　ワーク・ライフ・バランスのために、制度の見直しを
検討中です。

アンケート結果では、現在介護をしている教職員は1
割となっています。しかし本学において介護経験の多

い年代である40代以上の教職員は約5割を占め、今後需要
が高まるものと思われます。一般的に介護休業等はまだ取
得する人が少ないようです。本学では、介護に関する情報
提供として、「育児・介護のためのガイドブック」を作成、
配付しています。また男女共同参画推進室では、介護体験
者、または関心のある方対象に「介護について語ろう」等、
セミナーを開催する予定です。決まり次第ウェブサイトに
掲載します。

平成23年度から平成25年度まで文部科学省の「女性研究者研究活動支援
事業」の一環として行われてきた研究補助者制度は、平成26年度からは

本学独自の事業として実施しています。それに伴い、より使いやすい制度に
するための検討を重ね、平成27年度から利用対象者を拡大することになりま
した。次回の募集は1月末の予定です。

育児のための短時間勤務制度は、子ども
が何歳になるまで利用できますか。

介護について心配です。
なにか支援はないですか。

女性研究者の育児支援はよく聞くようになりましたが、
男性研究者に対する支援はありますか。

大学・機関 対象年齢 給与 時　　間

信　　大 3歳に
達する日まで

減額
なし 1日2時間以内短縮

Ａ  大  学 小学校就学の
始期に達するまで 減額

①5時間45分
②2時間以内の短縮
（①②いずれか）

Ｂ  大  学 3歳に
達する日まで 減額

①3時間30分
②4時間15分
③6時間
④その他
（①～③より選択）

県  ・  国 小学校就学の
始期に達するまで 減額 週における時間帯、

日数選択可

Q Q

Q

A A

◇ 次の保育施設などについて必要だと思いますか？

◇ 介護が必要な時の制度利用例
　「育児・介護のためのガイドブック」P18より

◇ 短時間勤務制度に関して他大学及び行政との比較

※A大学、B大学は他大学で多く取り入れられている例になります。

短時間勤務は減給なしで利用できます。
（対象：常勤・有期雇用職員）

Point!!
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　映画「うまれる」は自分た
ちが生まれてきた意味や家
族の絆、命の大切さ、人と
の繋がり、そして“生きる”こ
とを考えるドキュメンタリー
映画で、文部科学省選定の
作品です。上映は以下で行
いました。
◯長野（工学）キャンパス　　
　12月18日（木）
◯松本キャンパス　　　　　
　12月19日（金）
◯長野（教育）キャンパス　12月24日（水）
その他、長野（工学）・上田キャンパスでも小グループによる上映会
がありました。

　会場では、映画のシーンに感動し涙する方もいました。
長野の寒い冬にちょっと心が温まる、男女共同参画推進
室からのクリスマスプレゼントとなりました♪
　当日いただいたアンケートはウェブサイトに掲載します。

　12月24日（水） 長野市との連携事業として、教育学部
にて、長野市民病院婦人科医師　西村千津江先生（信州
大学医学部卒）によるセミナーが開催されました。この
企画は若い世代に対する、これからのキャリア形成の
ための意識づくりとして行われました。当日は多くの学
生が参加し、将来に対して具体的に考えるヒントとなっ
たようです。

　10月10日（金）松本キャンパスにて教職員の子育てと
仕事の両立を支援するため、学内制度と松本市の育児
支援制度の説明会を開催しました。
　当日は予定より多くの方が参加され、松本市と本学
の担当者からの説明に対
し、積極的な質問がでて
いました。出席者のなか
には赤ちゃん連れの方も
いて、和やかなムードの
中での会となりました。

映画「うまれる」上映会を開催しました
長野市と連携事業
「産むこと・育てること」と「仕事」の両立

育児支援セミナーの開催

【 ポジティブ・アクション応援サイト 】

【 女性の活躍推進宣言コーナー 】

本学の男女共同
参画推進の取組を
掲載しました。

本学の理工系分野へ
進学をめざすリケジョ
にメッセージを掲載
しています。

学長が女性活躍
推進について
宣言しています。

厚生労働省ポジティブ・アクション情報サイト
http://www.positiveaction.jp/

内閣府男女共同参画局
http://www.gender.go.jp/c-challenge/

信州大学  男女共同参画推進室（SuFRe）
〒 390-8621 松本市旭 3-1-1
TEL 0263-37-2167 内線  811-2127　FAX 0263-37-3314

〒 380-8544 長野市西長野 6-ロ
TEL/FAX 026-238-4048 内線  831-4048

松本分室
（総務部人事課内）

長野分室
（教育学部内）

E-mail：sufre@shinshu-u.ac.jp
信州大学　スフレ

開室時間
9:00 ～ 17:00（月～金）

登録サイトのご紹介

◀
当日の様子

▶

セミナーの様子

▶受付の様子

TOPICS

お問い合わせ ス　 フ　 レ

　平成27年2月12日（木）13時よりホテルメ
ルパルク

長野にて、県主催、信州大学後援によるセミ
ナーが開

催されます。農林水産省水産庁漁政課長の新
井ゆたか

氏の講演に続き、パネルディスカッションには
松岡室長

がコーディネーターとして参加します。大勢の
方のご参

加をお待ちしています。

■ 詳しくはウェブサイトをご覧下さい。

　 http://www.shinshu-u.ac.jp/danjo/index.h
tml

予告
働く女性の
キャリアアップセミナー
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Ⅴ　信大における男女共同参画の動き（平成26年度）

Ⅴ　
信
州
大
学
に
お
け
る
男
女
共
同

　
　
参
画
の
動
き
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平
成
26
年
度
）
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E-mail sufre@shinshu-u.ac.jp
URL http://www.shinshu-u.ac.jp/danjo/


